



＜プログラム＞
	
	時　　間
	テ　ー　マ
	講　　師　（敬称略）

	８

月

27
日(土)
	13:30～13:35
	開講の挨拶
	関東学院大学人間環境学部人間発達学科教授

土谷　みち子



	
	13:35～15:15
	保護者の心の問題への対応のしかた
	都立中部総合精神保健福祉センター医師
井上　悟

	
	15:25～17:00
	地域における子育て支援拠点の可能性
	神奈川県横浜市NPO法人グリーンママ代表

松岡　美子



	８

月

28

日(日)

	9:15～10:45
	地域における子育て・家庭支援の保育者として
	東京　子ども家庭支援センター施設長

新澤　拓治

	
	11:00～12:30
	予防から介入までの保育者の行動可能性
	（前　　　　掲）
土谷　みち子

	
	12:30～13:30
	( 昼　　食　　休　　憩 )


	
	13:30～14:30
	人と関わることと保育者のメンタルヘルス
	日本女子大学人間社会学部心理学科教授

飯長  喜一郎

	
	14:45～15:45
	受講者の皆様と講師の対話
	出 席 講 師

	
	15:45～15:50
	閉講の挨拶
	（前　　　　掲）
飯長  喜一郎



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊都合により講義時間配分が変更となる場合があります。予めご了承願います。









　近年ますます保護者の方々が抱えている子育てのご苦労は多く、また保育者の皆様が疲弊している実態も見えます。未来に向けて、子どもたちが豊かに育ち、また保護者が幸せに子育てをするために、保育者や保育現場は何ができるか、皆様と共に考えたいと思います。


今回は、保育者養成カリキュラムの改正を受けて、子育て・家庭支援に関わる講座としました。第一日目の基調講演は、虐待の背景にあるものとして指摘される、保護者の心の問題への対応について学びます。続いて２日間連続で、地域社会に活躍の場を移した保育者や地域支援者の声を聞き、保育者の行動の可能性を考えます。保育現場にとどまらず、地域社会の中で、保育者はどのような活動をすることができるでしょうか。皆様の実践を伺いながらの意見交換もしたいと思います。多くの支援者や保育者のご参加を得て、他地域の方々との交流も深めていただければと思っております。皆様との熱い議論を楽しみにしています。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画講師：土谷みち子、飯長喜一郎）





講座No.１１３１０





保育・子育て講座 １








期　　日 : 201１年 ８月２７日（土）・2８日（日）


受講対象：保育士、幼稚園教諭、臨床心理士、臨床発達心理士、保育幼児教育・臨床心理学・社会福祉学等専攻の学生・大学院生、および子育て支援に関係する方や関心のある方


定　　員：120名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：12,000円（税込み）　＊宿泊と昼食は各自お手配願います


会　　場：明治安田こころの健康財団 ２階講義室　


〒171-0033豊島区高田3-19-10　　電話03－3986－7021


（ＪＲ、山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場｣駅より徒歩約7分）











子育て・家庭支援における保育者の行動可能性











